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第5期科学技術基本計画 参考資料集

超スマート社会サービスプラットフォームのシステムイメージ



分科会で議論する目標イメージなど

AI

ロボット

自ら学習・

行動する

ロボット

認知発達AI
自らの身体(ロボティクス）を介して実世
界の情報を自律的に取得、学習するAI

低消費電力化

センシング・認識技術
（IoTセンサー）

機構・駆動（アクチュエー
ター）・制御系デバイス

その他、エネルギー源、材料、通信、セキュリティ、大規模データ
（ビッグデータ）、ヒューマンインターフェース等の技術の取り込み

データ駆動型AIや
知識推論型AIの高
度化・融合

アーキテクチャの最適化

安心安全評価
標準化・モジュール化
メンテナンス

目標イメージ：AIとロボットの共進化による自ら学習・行動するロボットの実現
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想定する活用現場：
宇宙空間、災害現場、無人建設現場、等

脳とAIのクロス/ト
ランスレーショナル



脳⇔AI シンメトリック・クロスラーニング

脳⇒AI は、研究開発中
AI ⇒脳 は、実施されていない

脳活動を中心とした
生体情報に基づく、
人工知能等の開発 人工知能等から人間

の頭脳に学習を促す
理論・手法の開発
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AIとロボティクスの導入想定事例群
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AIとロボティクスの導入想定事例

快適空間

AI & Robotics

Cloud Computing

Big Data

Smart City
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AIとロボティクスの導入想定事例（将来の最適広域環境創造）

センサーネットワーク

地上センサー
ネットワーク

JST CRDS （戦略プロポーザル）IRT - IT とRT との融合 -2004改訂



ムーンショットプログラムとして戦略的に取り組む必要性
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ロボットが、単なる作業ロボットからAIが自ら学習し行動するロボットへと「自律化」に向
かって変化。

ロボット技術(Factory Automation)等工学的なアプローチについてわが国が世界
的な競争力を有している。

一方、AI研究の周辺技術開発も、米国、中国は積極的に投資するなど、我が国は
キャッチアップする立場。

特に、米国においては、Cyber Physical Systems Research Modelを構築し
て新たなセクターを生むなど先行している。

ただし、自律化の実装に必須な説明可能なAIや自律的に認知発達するAI等の次世
代AIの研究開発は黎明期。

我が国が従来から強みとしているものづくりが鍵となるリアルの世界とバーチャルな世界
の結合したSociety5.0の実現、さらには日本が世界にリードするためには、次世代
AI及びロボティクスの高度な融合化研究の取組が必要。



各国の研究開発動向（AI及びロボティクス）
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参考：CRDS俯瞰報告書（システム情報科学技術）2019改

DARPA “Lifelong Learning Machines”(L2M) 
(2018～2021)
生涯にわたり学習するAI に6,500万ドルの研究開発投資

BRAIN initiative(2016～2025) NIH,DARPA,NSF
「アポロ計画」「ヒトゲノム計画」に匹敵する巨大科学プロジェクトとしてオバマ大統領が発表。国会をあげて、脳の神経細胞の接続、脳機能の解明を目指す。

Human Brainプロジェクト(2013～2022) 
全欧州規模で実施される、最大規模の研究及び革新的開発を促進するためのフレームワークプログラム。

Brain Science and Brain-Inspired Intelligence(2016～2030) 
15年にわたる大型プログラム。神経科学研究を軸に、AI研究を中心としたコンピュータ・数理科学との連携。脳疾患研究との連携を行う。「脳に学んだ計算原理・計算機開発」、「人間の知性をもった
機器の開発」を計画に掲げている。

QEOプログラム(2017～2026) IARPA
米国を中心に世界中からトップクラスの研究者を結集、量子アニーリングによる高度量子コンピューティングで米国の主導権を狙う。

Ubiquitous Collaborative Robots(NRI-2.0)(2017～)
協調ロボットの実現を目指すプログラム。特に、複数のロボットと複数の人間の協調作業というスケーラビリティ
の問題に焦点を当てている。2017年度のファンディグ総額30M-45MUSD

Horizon2020(2014～2020)
ロボティクスにおける官民パートナーシッププログラムSPARKを通じ、7億ユーロの資金提供。

ロボット産業発展計画 (2016～2020)

Horizon Europe(2021～2027)
EuにおけるR&Iの強化と社会実装



Special Solicitations at NSF
ECCS Support for Interdisciplinary Research
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• Computational and Data-Enabled Science and Engineering(CDS&E)

• Cyber-Physical Systems(CPS)

• Designing Materials to Revolutionize and Engineer our Future(DMREF)

• Energy-Efficient Computing: form Devices to Architectures(E2CDA)

• Enhancing Access to the Radio Spectrum(EARS)

• Integrative Strategies for Understanding Neural and Cognitive Systems(NCS)

• National Nanotechnology Coordinated Infrastructure(NNCI)National Robotics
Initiative(NRI)

• Scalable Nanomanufacturing(SNM)

• Secure and Trustworthy Cyberspace(SaTC)

• Smart and Connected Communities(S&CC)

• Spectrum Efficiency, Energy Efficiency, and Security: Enabling Spectrum for
All(SpecEES)



National Robotics Initiative (NRI)
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 NSF, NASA, NIH, DOD, DOE, or USDA/NIFAのプロジェクト
 Small projects: $100,000 to $250,000 per year in direct costs, with durations of one 

to five years.
 Large projects: $250,000 to $1,000,000 per year in direct costs, for three to five 

years
【出典】NRI/The realization of co-robots acting in direct support of individuals and groups(NSF 12-607)より抜粋




